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1．イントロダクション
　野山における食料や必要資材の獲得は太古より行
われてきた生活の営みである（Bharucha and Pretty 








域へと拡大していった（Diamond and Bellwood 
2003）．日本も6,500年前には農耕が行われていた
可能性があり（吉崎 1995）ダイズの大型化などが



















































































































ター言語R（R Core Team 2012）を用いて行い，一
般化線形化混合モデル（GLMM）は lme4パッケージ
（Bates et al．2014）中のプログラム glmer，負の二
項分布を仮定した GLM は MASS パッケージ中のプ
ログラム glm.nb（Venables and Ripley 2002），ポ
アソン分布を仮定した GLM と AIC値の算出は R に












するものが，野菜 60.1%，果物 16.9%，生花 10.2%，
もち米 1.7 %，卵 0.6%,「野山の幸の飼育栽培」に属
するものは，タケノコ 7.8 %，栽培ナッツ類（クリ，
カシグルミなど）6.9 %，栽培山菜（行者ニンニクなど）
6.6 %，栽培キノコ 6.4 %，栽培果実（栽培したサル
ナシなど）5.5 %，ハチミツ（和蜂）0.6 %，ハチミツ（洋
蜂）0.3 %，地蜂 0.3 %，スズムシ 0.3 %，養殖魚（ニ
ジマスなど）0.3 %,「野山の幸の狩猟採集」に属する
ものは，山菜 16.9 %，天然キノコ 11.6 %，野草（ナ
ズナなど）5.0 %，野生ナッツ類（オニグルミなど） 
2.5 %，山野草 1.9 %，薪 2.2 %，炭 0.8 %野生果実（ヤ
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